
 

 

 

 

 

 

 

 

現地調査データ編 
（第 14 回評価委員会以降に取りまとめたデータ） 

 

 

1. 生物調査結果 

掲載データ：H21 年度冬季生物観察結果（施工 3 年 5 ヵ月後） 

－H22 年 1 月 12 日、13 日実施－ 
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表-2 潮間帯生物観察結果(1 工区乱積み部：冬季調査) 

 

 

 

 

 

 

 

調査日時：平成22年1月12日　10:30～12:00
単　　　位：個体/0.25ｍ

２
，被度（％）

離岸距離（ｍ）

植物 門 出現種

1 緑藻植物 アオノリ属の一種 +
動物 門 出現種

1 海綿動物 * + + + +

2 刺胞動物 タテジマイソギンチャク 4 1

3 2 4 2 3 8 6

4 環形動物 * + + + +

5 軟体動物 1 1 2

6 55 50 40 23 7 2

7 5 3

8 4 1

9 * + + + 5 + 5 20 20 30 30

10 節足動物 * 10 20 30 20 20 +

11 * + +

12 2 1 2 3 4 2

13 2 1 2 4 2 1
動物 門 遊泳魚介類

1 脊椎動物 チチブ属（4～6） 1 1 2 1 1

2）魚類の（）内は全長（㎝）を示す。
3）+は被度５％未満を示す。
4）生息孔の推定種は、各区分で多いと思われるものを示した。

1）植物および*印の付いている動物は被度（％）を示し、その他の動物および遊泳
魚介類は

マガキ

ケフサイソガニ

シロスジフジツボ

イワフジツボ

15.3
Ｈ

異尾亜目（ヤドカリ類）

イソギンチャク目

カンザシゴカイ科

イボニシ

タマキビガイ

ヒザラガイ綱

シマメノウフネガイ

尋常海綿綱

22.3
Ｌ

18.4
Ｍ

2220 2117 18 1916

調査日時：平成22年1月13日　10:30～12:45
単　　　位：個体/0.25ｍ

２
，被度（％）

離岸距離（ｍ）

植物 門 出現種

1 紅藻植物 * + + +
動物 門 出現種

1 海綿動物 * + + + +

2 刺胞動物 タテジマイソギンチャク 1 1

3 3 5 7

4 環形動物 * + + + + +

5 軟体動物 1

6 6 7 16 2 4 2

7 1 2 2

8 * + + 10 20 30 20 20 30 30

9 節足動物 * + 20 20 20 + + +

10 * + +

11 2 1

12 1 1 2

13 原索動物 1
動物 門 遊泳魚介類

1 脊椎動物 トサカギンポ（8） 1

2 チチブ属（7） 1

1）遊泳魚介類は、観察枠内、およびその周辺で出現したものを記載した。
2）魚類の（）内は全長（㎝）を示す。
3）+は被度５％未満を示す。
4）生息孔の推定種は、各区分で多いと思われるものを示した。

ヒザラガイ綱

シマメノウフネガイ

シロスジフジツボ

カタユウレイボヤ

異尾亜目（ヤドカリ類）

ケフサイソガニ

タマキビガイ

イワフジツボ

マガキ

カンザシゴカイ科

尋常海綿綱

イギス科の一種

イソギンチャク目

2017 2218
22.3
L

211916
18.4
M

15.3
H

表-1 潮間帯生物観察結果(1 工区：冬季調査) 
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表-3 潮間帯生物観察結果(2 工区：冬季調査) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表-4 潮間帯生物観察結果(測線 L-2：冬季調査) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表-5 潮間帯生物観察結果(対照測線 L-3：冬季調査) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

離岸距離（ｍ）

動物 門 出現種

1 海綿動物 * +

2 刺胞動物 タテジマイソギンチャク 2 1 1

3 軟体動物 タマキビガイ 49 22 57 36 30 76 33

4 シマメノウフネガイ 4

5 * マガキ 20 20 60 60 60 60 40

6 節足動物 * シロスジフジツボ +

7 * イワフジツボ 10 20 30 10 20 + +

8 ケフサイソガニ 2 2
動物 門 遊泳魚介類

1 脊椎動物 チチブ属（4～6） 1 1 1

２）遊泳魚介類は、観察枠内、およびその周辺で出現したものを記載した
３）魚類の（）内は全長（㎝）を示す。
４）+は被度５％未満を示す。
５）生息孔の推定種は、各区分で多いと思われるものを示した。

１）植物および*印の付いている動物は被度（％）を示し、その他の動物
    および遊泳魚介類は個体数を示す。

調査日時：平成22年1月13日　8:35～9:15
                    単　　　位：個体/0.25ｍ

２
，被度（％）

尋常海綿綱

7.9
Ｈ

108 9
10.1
Ｍ

11.9
Ｌ

11

離岸距離（ｍ）

動物 門 出現種

1 海綿動物 * + + +

2 軟体動物 16 19 42 31 20 66 57

3 * 10

4 * 5 10 30 50 50 10 +

5 節足動物 * + + + + +

6 * 20 10 10

7 2

8 5 1
動物 門 遊泳魚介類

1 脊椎動物 チチブ属（3～6） 1

2）遊泳魚介類は、観察枠内、およびその周辺で出現したものを記載した
3）魚類の（）内は全長（㎝）を示す。
4）+は被度５％未満を示す。
5）生息孔の推定種は、各区分で多いと思われるものを示した。

1）植物および*印の付いている動物は被度（％）を示し、その他の動物
およ

調査日時：平成22年1月12日　13:10～14:10
                 単　　　位：個体/0.25ｍ

２
，被度（％）

10.1
Ｍ

118 9 10
7.9
Ｈ

11.9
Ｌ

ケフサイソガニ

異尾亜目（ヤドカリ類）

マガキ

タマキビガイ

イワフジツボ

シロスジフジツボ

尋常海綿綱

ムラサキイガイ

調査日時：平成22年1月13日　13:20～14:00
単　　　位：個体/0.25ｍ

２
，被度（％）

離岸距離（ｍ）

植物 門 出現種

1 緑藻植物 アオサ属の一種 +
動物 門 出現種

1 海綿動物 * 尋常海綿綱 + 5

2 刺胞動物 タテジマイソギンチャク 14

3 環形動物 * カンザシゴカイ科 + 40

4 触手動物 * ヒメホウキムシ科 + +

5 軟体動物 タマキビガイ 8

6 イボニシ 7

7 節足動物 ケフサイソガニ 1

2）+は被度５％未満を示す。
3）生息孔の推定種は、各区分で多いと思われるものを示した

印 被
し、
   その他の動物および遊泳魚介類は個体数を示す。

Ｈ Ｍ Ｌ
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表-6 潮間帯生物観察結果(砂つけ試験区：冬季調査) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂つけ試験箇所観察測線 

調査日時：平成22年1月12日　8:30～10:10
単　　　位：個体/0.25ｍ２，被度（％）

離岸距離（ｍ）

石積側 矢板側

基盤

動物 門 出現種

1 刺胞動物 1

2 軟体動物 1

3 アラムシロガイ

4 ヒメシラトリガイ 2 1 2 2

5 　 1 4 13 15 6

6 1 3 12 5

7 節足動物 ○

8 1 1 1 4

9 1

1）植物および*印の付いている動物は被度（％）を示し、その他の動物および遊泳魚介類は個体数を示す。
2）生息孔の推定種は、各区分で多いと思われるものを示した。
3）アミ科の○は群れの出現を示す。

異尾亜目（ヤドカリ類）

アサリ

ホンビノスガイ

置き砂

2 1412
低潮帯両脇

13117

原地盤

8 96 15 16

ケフサイソガニ

アミ科

イソギンチャク目

100

タマキビガイ

541 3

約2ヵ月半後：H21年9月4日撮影

13.1m

勾配
約1:11

勾
配

約
1:3

.9

1.5m

A.P.+1.67m

A.P.+0.78m

A.P.+0.56m

置き砂先端
A.P.＋0.18m

流出防止工直下
A.P.－0.04m

撮影時刻の潮位
A.P.+0.5m程度（気象庁・東京晴海の予測潮位）

16.0m

観察測線

低潮帯両脇 
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2．緑化試験観察結果 

[ 第 13 回（H21年 10 月 14 日） ～ 第 16 回（H21年 1月 13日） ] 
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１．観察実施日 

表-１ 緑化試験の観察実施日（当該調査委託以外の観察を含む） 

内  容 実施年月日 備  考 

種まき・移植作業 平成 21 年 3月 18 日 H20 年度実施 

第  1 回観察 〃   4 月  6 日 第 14 回評価委員会資料掲載 

第  2 回 〃 〃   4 月 27 日       〃 

第  3 回 〃 〃   5 月 16 日       〃 

第  4 回 〃 〃   5 月 31 日       〃 

第  5 回 〃 〃   6 月 13 日       〃 

第  6 回 〃 〃   6 月 27 日       〃 

第  7 回 〃 〃   7 月 12 日       〃 

第  8 回 〃 〃   7 月 25 日       〃 

第  9 回 〃 〃   8 月  8 日       〃 

第 10 回 〃 〃   8 月 22 日       〃 

第 11 回 〃 〃   9 月  4 日       〃 

第 12 回 〃 〃   9 月 18 日、24日       〃 

第 13 回 〃 〃   10 月 14 日 本資料に掲載 

第 14 回 〃 〃   11 月 16 日    〃 

第 15 回 〃 〃   12 月 18 日    〃 

第 16 回 〃 平成 21 年 1月 13 日    〃 

 

２．調査方法 

調査は同じ調査地点より目視による確認とスケールによる同様の計測を行った。 
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３．種まき・苗移植の位置、数量等 

Ｈ鋼枠内の種まき・苗移植位置と数量について一覧表にまとめた。モニタリング結果表では何

列目の左、右（海に向かって）として位置を特定している。 
モニタリング結果についてはモニタリング結果一覧表に記載した。 
 

土嚢による基盤の種まき・苗移植位置株数一覧表 

購　入　砂 海　砂
種まきゾーン 苗移植ゾーン 種まきゾーン 苗移植ゾーン

A B C D E F G H I J K L M N O P

１行目 2 2 2
さやつき
２ 2 2 2 2 2 2 2

さやつき
２ 2 2 2 2

２行目 2 2 2
さやつき
２ 2 2 2 2 2 2 2

さやつき
２ 2 2 2 2

３行目 2 2 2
さやつき
２ 2 2 2 2 2 2 2

さやつき
２ 2 2 2 2

４行目 2 2 2
さやつき
２ 2 2 2 2 2 2 2

さやつき
２ 2 2 2 2

５行目 2 2 2
さやつき
２ 2 2 2 2 2 2 2

さやつき
２ 2 2 2 2

６行目 2 2 2
さやつき
２ 2 2 2 2 2 2 2

さやつき
２ 2 2 2 2

イワダレソウ

コウボウシバ

海側

陸側
ハマダイコン

ハマニンニク

ハマヒルガオ

ハチジョウナ  
注）上記の数字は穴の数を示している 
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砂の間詰め基盤における種まき・苗移植位置図 
 

砂の間詰め基盤における種まき・苗移植一覧表 
位置 植物 種・苗 位置 植物 種・苗 位置 植物 種・苗 位置 植物 種・苗
a1 ハチジョウナ 種まき b1 ハマダイコン 苗移植 c1 ハマニンニク 種まき d1 コウボウシバ苗移植
a2 ハチジョウナ 種まき b2 コウボウシバ苗移植 c2 イワダレソウ 種まき d2 イワダレソウ 苗移植
a3 イワダレソウ 種まき b3 コウボウシバ苗移植 c3 ハマニンニク 種まき d3 イワダレソウ 苗移植
a4 ハチジョウナ 種まき b4 ハマダイコン 苗移植 c4 ハマダイコン 種まき d4 イワダレソウ 苗移植
ハマニンニク 種まき b5 ハマニンニク 苗移植 c5 ハチジョウナ 種まき d5 ハマダイコン 苗移植
ハマダイコン 種まき b6 ハマニンニク 苗移植 c6 ハマダイコン 種まき d6 ハマニンニク 苗移植

a6 ハマニンニク 種まき b7 コウボウシバ苗移植 c7 ハマダイコン 種まき d7 ハマダイコン 苗移植
a7 ハチジョウナ 種まき b8 イワダレソウ 苗移植 d8 ハマニンニク 苗移植
a8 ハチジョウナ 種まき b9 ハマニンニク 苗移植 d9 ハマダイコン 苗移植
a9 ハマダイコン 種まき b10 ハマニンニク 苗移植 d10 ハマヒルガオ苗移植
a10 ハチジョウナ 種まき b11 ハマダイコン 苗移植 d11 ハマヒルガオ苗移植
a11 ハチジョウナ 種まき b12 ハマダイコン 苗移植 d12 ハマヒルガオ苗移植
a12 ハマダイコン 種まき b13 ハマニンニク 苗移植 d13 イワダレソウ 苗移植

b14 ハマダイコン 苗移植 d14 ハマニンニク 苗移植

a5
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４．調査結果 

 ４－１．基盤ごとの状況写真 

（１）土嚢による基盤 

 
 
 

第 13回モニタリング調査 
2009.10.14 

第 14回モニタリング調査 
2009.11.16 

海砂・苗移植 
 
 
 
 
 
   

海砂・種まき 
 
 
 
 
 
   

購入砂・苗移植 
 
 
 
 
 
   

購入砂・種まき 
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第 15回モニタリング調査 
2009.12.18 

第 16回モニタリング調査 
2010.1.13 

海砂・苗移植 
 
 
 
 
 
   

海砂・種まき 
 
 
 
 
 
   

購入砂・苗移植 
 
 
 
 
 
   

購入砂・種まき 
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（２）砂の間詰めによる基盤 

 
 
 
 
 
 

 
購入砂ゾーン（左が海側）第 13回モニタリング調査時 

 
 
 
 
 
 
 

購入砂ゾーン（左が海側）第 14回モニタリング調査時 
 
 
 
 
 
 
 

購入砂ゾーン（左が海側）第 15回モニタリング調査時 
 
 
 
 
 
 
 

購入砂ゾーン（左が海側）第 16回モニタリング調査時 
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海砂ゾーン（右が海側）第 13回モニタリング調査時 
 
 
 
 
 
 
 

海砂ゾーン（右が海側）第 14回モニタリング調査時 
 
 
 
 
 
 
 
 

海砂ゾーン（右が海側）第 15回モニタリング調査時 
 
 
 
 
 
 
 

海砂ゾーン（右が海側）第 16回モニタリング調査時 
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４－２．観察結果一覧表（第 13 回～第 16 回観察結果） 

 

表 4-1～4に、各観察回の試験対象種の発芽状況と種類、活着状況（生育健全度・成長量）、
他の植物の侵入状況、基盤の保持状況、天候の観察結果を取りまとめた野帳を示す。 
なお、観察結果一覧表中の観察位置は、下の図 4-1及び 2の位置図に対応している。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-1 再掲：土嚢による基盤の観察ヤード位置図(A～P列、1～6行) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-2 再掲：石の間詰めによる基盤の観察ヤード位置図 ( a1～d14 ) 

購　入　砂 海　砂
種まきゾーン 苗移植ゾーン 種まきゾーン 苗移植ゾーン

A B C D E F G H I J K L M N O P

１行目 2 2 2
さやつき
２ 2 2 2 2 2 2 2

さやつき
２ 2 2 2 2

２行目 2 2 2
さやつき
２ 2 2 2 2 2 2 2

さやつき
２ 2 2 2 2

３行目 2 2 2
さやつき
２ 2 2 2 2 2 2 2

さやつき
２ 2 2 2 2

４行目 2 2 2
さやつき
２ 2 2 2 2 2 2 2

さやつき
２ 2 2 2 2

５行目 2 2 2
さやつき
２ 2 2 2 2 2 2 2

さやつき
２ 2 2 2 2

６行目 2 2 2
さやつき
２ 2 2 2 2 2 2 2

さやつき
２ 2 2 2 2

イワダレソウ

コウボウシバ

海側

陸側
ハマダイコン

ハマニンニク

ハマヒルガオ

ハチジョウナ

↑ 海 側
購入砂 海 砂

↓ 陸 側

↑ 海 側
購入砂 海 砂

↓ 陸 側
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表 4-1(1) 第 13回観察結果(H21年 10 月 14 日，土嚢による基盤ヤード) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※基盤状況等については、空欄の場合は特記事項なし（前回までの観察から変化なし）を示す。 

第13回観察記録(H21.10.14) 土嚢による基盤 種まきゾーン 天候：曇り時々晴れ

成長量

列 行 左右 良好 普通 不良 枯れ 高さcm

左  ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ属sp. 1

右  1-2の間にｷｸ科sp.芽生え

左  

右  　

左  

右  

左  ｷｸ科sp.芽生え

右  

左  

右 ○ ○ 7.0 5-6の間にｲﾜﾀﾞﾚｿｳ 3

左 ○ ○ 10.0

右 ○ ○ 6.0 6土嚢右側にｲﾜﾀﾞﾚｿｳ 3､土嚢左側にｲﾜﾀﾞﾚｿｳ 1

左  

右  1-2の間にﾉｹﾞｼ､ｷｸ科sp.

左  

右  

左  ﾉｹﾞｼ 2

右  

左 ○ ○ 1.0

右  ﾉｹﾞｼ 1

左  4-5の間にﾊﾏﾆﾝﾆｸ

右  

左  

右  ﾉｹﾞｼ 1

左 ○ ○ 17.0

右 ○ ○ 16.0 ﾉｹﾞｼ 1

左 ○ ○ 18.0

右 ○ ○ 16.0

左  

右 ○ ○ 15.0
3左下の隅にﾊﾏﾆﾝﾆｸ、
4-5の間にﾊﾏﾆﾝﾆｸ

左 ○ ○ 22.0

右 ○ ○ 20.0 ｺｺﾞﾒｶﾞﾔﾂﾘ

左 ○ ○ 20.0

右 ○ ○ 23.0 5-6の間にﾊﾏﾆﾝﾆｸ 2

左 ○ ○ 20.0

右 ○ ○ 20.0

左 ○ ○ 落下果実から再発芽 ｷｸ科sp.､ﾉｹﾞｼ

右 ○ ○ 落下果実から再発芽 ｲﾈ科sp.､ｸﾜｸｻ属sp.

左 ○ ○ 落下果実から再発芽

右 ○ ○

左 ○ ○

右 ○ ○ ｲﾈ科sp.

左 ○ ○

右 ○ ○

左 ○ ○ ﾉｹﾞｼ

右 ○ ○

左 ○ ○

右 ○ ○ ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ10cm(再発芽)

基盤状況等
備　　考

購入砂

植物名
発芽
状況

生育健全度
位置

試験対象種

移入・侵入植物

A

1

ハチジョウナ2

3

4

イワダレソウ5

6

B

1

C

1

ハマヒルガオ

2

3

4

5

6

ハマ二ンニク

2

3

4

5

6

D

1

ハマダイコン
さや付き

2

3

4

ハマダイコン
さやなし

5

6
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表 4-1(2) 第 13回観察結果(H21年 10 月 14 日，土嚢による基盤ヤード) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※基盤状況等については、空欄の場合は特記事項なし（前回までの観察から変化なし）を示す。 

 

第13回観察記録(H21.10.14) 土嚢による基盤 苗移植ゾーン 天候：曇り時々晴れ

成長量

列 行 左右 良好 普通 不良 枯れ 高さcm

左 ○

右 ○

左 ○ 土嚢左脇にｱﾌﾞﾗﾅ科sp.

右 ○ 23.0

左 ○

右 ○ 38.0 開花、匍匐枝伸長

左 ○ 20.0 開花、匍匐枝伸長

右 ○ 28.0 開花、匍匐枝伸長

左 ○ 60.0 開花、匍匐枝伸長 土嚢腐る

右 ○

左 ○ 28.0

右 ○

左 ○

右 ○ 他の箇所よりﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ伸長、5.5

左 ○

右 ○ 他の箇所よりﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ伸長、2.5、2.0

左 ○ 他の箇所よりﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ1芽発芽、2.0

右 ○ 他の箇所よりﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ1芽発芽、0.5

左 ○ となりの土嚢にﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ１芽

右 ○

左 ○

右 ○

左 ○

右 ○

左 ○ 57.0

右 ○ 33.0 結実

左 ○ 56.0 結実

右 ○ 3.0 結実

左 ○ 24.0

右 ○ 13.0 右下にﾊﾏﾆﾝﾆｸ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ､ｷｸ科sp.

左 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ､ﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ伸長

右 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ､ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ

左 ○ 54.0 結実

右 ○ 56.0 結実

左 ○ 30.0

右 ○

左 ○

右 ○ 13.0 土嚢脇に再発芽 6

左 ○

右 ○

左 ○

右 ○

左 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 2

右 ○

左 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 3

右 ○ ﾉｹﾞｼ 2、ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 1

左 ○

右 ○

F ハマヒルガオ

1

2

3

4

G

1

2

3

4

5

6

ハマダイコン

1

2

コウボウシバ

イワダレソウ

1

ハマ二ンニク

3

4

5

E

6

H

5

6

2

3

4

5

6

位置
試験対象種

植物名
発芽
状況

生育健全度
備　　考

移入・侵入植物 基盤状況等

購入砂
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表 4-1(3) 第 13回観察結果(H21年 10 月 14 日，土嚢による基盤ヤード) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※基盤状況等については、空欄の場合は特記事項なし（前回までの観察から変化なし）を示す。 

第13回観察記録(H21.10.14) 土嚢による基盤 海砂 種まきゾーン 天候：曇り時々晴れ

成長量

列 行 左右 良好 普通 不良 枯れ 高さcm

左  ﾖﾓｷﾞ（上部、塩害による枯れ）

右  ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ発芽

左  

右  　

左  

右  ﾖﾓｷﾞ（上部、塩害による枯れ）､ ｳﾗｼﾞﾛｱｶｻﾞ､ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ､ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ

左  

右 ○ ○ 13.0、6.0 ﾖﾓｷﾞ､ ｵｵｵﾅﾓﾐ（結実）､ｲﾈ科sp.

左  

右 ○ ○ 11.0

左 ○ ○ 16.0

右  ﾉｹﾞｼ、ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ

左  ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、ｽｽｷ、ﾉｹﾞｼ

右  

左  ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ、ﾒﾘｹﾝｶﾞﾔﾂﾘ、ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ

右  

左  ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ 2、 ｹｱﾘﾀｿｳ、 ﾎｿﾊﾞﾊﾏｱｶｻﾞ

右  ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ

左  ﾖﾓｷﾞ、ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ、ｴﾉｺﾛｸﾞｻ、ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

右  

左  

右  

左  

右  ｸﾜｸｻ属sp.

左 ○ ○ 33.0 ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ､ﾊﾙｼﾞｵﾝ、ｸﾜｸｻ属sp.､ﾖﾓｷﾞ､ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ

右 ○ ○ 8.0 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ属sp.

左 ○ ○ 25.0 ｹｱﾘﾀｿｳ、ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ

右 ○ ○ 19.0 ｹｱﾘﾀｿｳ

左 ○ ○ 25.0 ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ

右 ○ ○ 18.0 ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 4

左 ○ ○ 20.0

右  ｴﾉｺﾛｸﾞｻ、ﾖﾓｷﾞ（塩害による枯れ）

左 ○ ○ 34.0 4-5間ﾉｹﾞｼ

右  

左 ○ ○ 21.0 ﾉｹﾞｼ､ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、ﾒﾋｼﾊﾞ

右 ○ ○ 30.0 ﾉｹﾞｼ､ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、ﾒﾋｼﾊﾞ

左  ﾖﾓｷﾞ､ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ、ｴﾉｺﾛｸﾞｻ､ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ

右 ○ ○ ｲﾈ科sp.、ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

左 ○ ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ

右 ○ ○ ﾖﾓｷﾞ､2-3間ﾉｹﾞｼ 

左 ○ ○ ﾊﾙｼﾞｵﾝ､ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ､ﾊﾏﾆﾝﾆｸ

右 ○ ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ､ｼｭﾛｶﾞﾔﾂﾘ

左 ○ ○ ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ、ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ､ｼｭﾛｶﾞﾔﾂﾘ､ｺﾊﾞﾉｷｼﾞﾑｼﾛ

右 ○ ○

左 ○ ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ

右 ○ ○ ｵﾆﾉｹﾞｼ､ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ属sp.

左 ○ ○ ﾉｹﾞｼ、ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ

右 ○ ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ

移入・侵入植物 基盤状況等
植物名

発芽
状況

生育健全度
備　　考

位置
試験対象種

ハチジョウナ

イワダレソウ

ハマヒルガオ

ハマ二ンニク

ハマダイコン
さやなし

ハマダイコン
さや付き

1

3

4

5

4

5

6

6

1

2

1

2

3

J

I

6

2

3

4

5

K

1

L

2

3

4

5

6
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表 4-1(4) 第 13回観察結果(H21年 10 月 14 日，土嚢による基盤ヤード) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※基盤状況等については、空欄の場合は特記事項なし（前回までの観察から変化なし）を示す。 

第13回観察記録(H21.10.14) 土嚢による基盤 海砂 苗移植ゾーン 天候：曇り時々晴れ

成長量

列 行 左右 良好 普通 不良 枯れ 高さcm

左 ○ ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ、N1 よりﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ

右 ○

左 ○

右 ○ 土嚢脇にｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ

左 ○ 新芽が出ている

右 ○ 12.0

左 ○ 70.0 開花

右 ○ 20.0 開花

左 ○ 50.0 開花

右 ○ 100.0 開花

左 ○ 50.0 開花

右 ○ 12.0 開花

左 ○ 4.0 6芽伸長

右 ○ 4.0 4芽伸長

左 ○ ﾊﾙｼﾞｵﾝ

右 ○ ﾒﾋｼﾊﾞ

左 ○ ﾉｹﾞｼ

右 ○ ﾊﾏﾆﾝﾆｸ

左 ○ 3.0 ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ

右 ○ 3.5 土嚢脇よりﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ発芽

左 ○ 4.4 ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ

右 ○ ﾎｿﾊﾞﾊﾏｱｶｻﾞ

左 ○ ﾖﾓｷﾞ、ｴﾉｺﾛｸﾞｻ

右 ○

左 ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ 2､ｲﾈ科sp.

右 ○

左 ○ 10.0 脇に1芽

右 ○ 53.0 結実

左 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 5

右 ○ 10.0 ほとんど枯れ

左 ○ 28.5 ﾖﾓｷﾞ、ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

右 ○ 10.0 ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

左 ○ 10.0 ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ（地上部枯）

右 ○ 18.0 ﾖﾓｷﾞ

左 ○ 20.0 ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

右 ○ 32.0 ﾉｹﾞｼ、ｲﾇﾎｵｽﾞｷ、ｲﾜﾀﾞﾚｿｳM6より侵入

左 ○

右 ○ ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ

左 ○

右 ○ ｲｶﾞｶﾞﾔﾂﾘ、ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ

左 ○

右 ○

左 ○ ﾖﾓｷﾞ、ｵｵｵﾅﾓﾐ

右 ○ ｴﾉｺﾛｸﾞｻ

左 ○ ｲｶﾞｶﾞﾔﾂﾘ、ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ

右 ○

左 ○ 再発芽 4

右 ○ O6よりｲﾜﾀﾞﾚｿｳ、ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ

高さ:ｲﾜﾀﾞﾚｿｳについては、匍匐枝長

試験対象種
位置

移入・侵入植物 基盤状況等
植物名

発芽
状況

生育健全度
備　　考

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

ハマダイコン

ハマ二ンニク

ハマヒルガオ

イワダレソウ

コウボウシバ

2

3

4

5

6

P

O

N

M
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表 4-1(5) 第 13 回観察結果(H21 年 10 月 14 日，石の間詰めによる基盤ヤード) 

※基盤状況等については、空欄の場合は特記事項なし（前回までの観察から変化なし）を示す。 

第13回観察記録(H21.10.14) 石の間詰めによる基盤 種まきゾーン 天候：曇り時々晴れ

良好 普通 不良 枯れ 株（塊）数 高さcm

ハチジョウナ  

ハチジョウナ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ再発芽 1

イワダレソウ  

ハチジョウナ  

ハマニンニク ○ ○ 22 44.0

ハマダイコン ○ ○ 2 32.0

ハマニンニク ○ ○ 51.0 ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ再発芽

ハチジョウナ  

ハチジョウナ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ種子流入、20芽再発芽

ハマダイコン ○ ○ ﾊﾏﾆﾝﾆｸ侵入

ハチジョウナ  

ハチジョウナ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝの果実が多く、再発芽 2

ハマダイコン（鞘まき） ○ ○ (10) 35.0 ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ

第13回観察記録(H21.10.14) Ｈ20年度施工区間 苗移植ゾーン 天候：曇り時々晴れ

良好 普通 不良 枯れ 株（塊）数 高さcm

ハマダイコン ○ (9)

コウボウシバ ○ 9 11.0

コウボウシバ ○ 9 14.0

ハマダイコン ○

ハマニンニク ○ （1） 55.0

ハマニンニク ○ （5） 13.0 ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ増加19塊、ﾒﾋｼﾊﾞ

コウボウシバ ○ ﾊﾏﾆﾝﾆｸ1芽

イワダレソウ ○ 1 125.0 ﾒﾋｼﾊﾞ

ハマニンニク ○ 3 52.0 ﾒﾋｼﾊﾞ

ハマニンニク ○ 2 45.0 ｼﾛｻﾞ

ハマダイコン ○ 2 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

ハマダイコン ○ 6

ハマニンニク ○ 9 40.0 ﾒﾋｼﾊﾞ､ｲﾇﾎｵｽﾞｷ､ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

ハマダイコン ○ ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ

第13回観察記録(H21.10.14) Ｈ20年度施工区間 種まきゾーン 天候：曇り時々晴れ

良好 普通 不良 枯れ 株（塊）数 高さcm

ハマニンニク ○ ○ 6 56.0 ｲﾇﾑｷﾞ

イワダレソウ  ﾎｿﾐｷﾝｶﾞﾔﾂﾘ 1

ハマニンニク ○ ○ 50.0

ハマダイコン ○ ○ ｳﾗｼﾞﾛｱｶｻﾞ

ハチジョウナ  
ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ再発芽 
19､ｳﾗｼﾞﾛｱｶｻﾞ､
ｹｱﾘﾀｿｳ､ﾒﾋｼﾊﾞ

ハマダイコン（鞘まき） ○ ○ ｹｱﾘﾀｿｳ

ハマダイコン（鞘まき） ○ ○ ｼﾛｻﾞ､ﾒﾋｼﾊﾞ､ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

第13回観察記録(H21.10.14) Ｈ20年度施工区間 苗移植ゾーン 天候：曇り時々晴れ

良好 普通 不良 枯れ 株（塊）数 高さcm

コウボウシバ ○ ｲﾜﾀﾞﾚｿｳd4

イワダレソウ ○ ｲﾜﾀﾞﾚｿｳd4

イワダレソウ ○ ｲﾜﾀﾞﾚｿｳd4

イワダレソウ ○ 2 170.0

ハマダイコン ○ 4 ｹｱﾘﾀｿｳ

ハマニンニク ○ 6 133.0 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

ハマダイコン ○ 2 再発芽 2、イワダレソウ

ハマニンニク ○ 3 59.0 再発芽 8、イワダレソウ

ハマダイコン ○ 2 再発芽 5

ハマヒルガオ ○

ハマヒルガオ ○ ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

ハマヒルガオ ○ ｹｱﾘﾀｿｳ

イワダレソウ ○ 3 190.0

ハマニンニク ○ 3 45.0

高さ:ｲﾜﾀﾞﾚｿｳについては、匍匐枝長

海砂

購入砂

位置

海砂

位置

c3

c1

c2

試験対象種

購入砂

基盤の破損状況等
植物名

発芽
状況

生育健全度 成長量

試験対象種

移入・侵入植物

d3

d4

d1

d2

位置

移入・侵入植物 基盤の破損状況等
植物名

発芽
状況

生育健全度 成長量

試験対象種

c7

基盤の破損状況等
植物名

発芽
状況

生育健全度 成長量

位置

試験対象種

a1

移入・侵入植物

a10

移入・侵入植物 基盤の破損状況等
植物名

発芽
状況

生育健全度 成長量

a6

a5

b1

b2

a2

a3

a4

a11

a12

a7

a8

a9

b12

b9

b10

b3

b4

b6

b7

b8

b11

b5

b13

c6

c4

c5

b14

d8

d5

d6

d7

d14

d13

d9

d10

d11

d12
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表 4-2(1) 第 14回観察結果(H21年 11 月 16 日，土嚢による基盤ヤード) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※基盤状況等については、空欄の場合は特記事項なし（前回までの観察から変化なし）を示す。 

 

第14回観察記録(H21.11.16) 土嚢による基盤 種まきゾーン 天候：晴れ

成長量

列 行 左右 良好 普通 不良 枯れ 高さcm

左  

右  1-2間ｷｸ科sp.芽生えは衰弱

左  

右  　

左  

右  

左  ｷｸ科sp.芽生え

右  4-5間にｲﾈ科sp. 1

左  4-5間にｲﾜﾀﾞﾚｿｳ 1

右 ○ ○ 7.0 5-6間にｲﾜﾀﾞﾚｿｳ 4

左 ○ ○ 10.0

右 ○ ○ 10.0
6土嚢右側にｲﾜﾀﾞﾚｿｳ 
3

左  

右  1-2の間にﾉｹﾞｼ､ｷｸ科sp.

左  土嚢腐る

右  〃

左  ﾉｹﾞｼ 2 〃

右  〃

左 ○ ○ 1.0 2芽 〃

右  ﾉｹﾞｼ 1 〃

左  4-5間にﾊﾏﾆﾝﾆｸ 〃

右  〃

左  〃

右  ﾉｹﾞｼ 〃

左 ○ ○ 17.0

右 ○ ○ 13.0 ﾉｹﾞｼ 1

左 ○ ○ 15.0

右 ○ ○ 18.0

左  

右 ○ ○ 13.0
3左下の隅にﾊﾏﾆﾝﾆｸ､
4-5間にﾊﾏﾆﾝﾆｸ

左 ○ ○ 14.0

右 ○ ○ 19.0

左 ○ ○ 20.0

右 ○ ○ 23.0 5-6間にﾊﾏﾆﾝﾆｸ 2

左 ○ ○ 16.0

右 ○ ○ 20.0

左 ○ ○ ｷｸ科sp.､ﾉｹﾞｼ

右 ○ ○ 再発芽 1 ｲﾈ科sp.､ｸﾜｸｻ属sp.

左 ○ ○ 再発芽 1

右 ○ ○

左 ○ ○

右 ○ ○ ｲﾈ科sp.

左 ○ ○

右 ○ ○ ｷｸ科sp.

左 ○ ○ ﾉｹﾞｼ、ｷｸ科sp.

右 ○ ○

左 ○ ○

右 ○ ○ 再発芽個体枯れ ﾉｹﾞｼ、ｷｸ科sp.

購入砂

移入・侵入植物 基盤状況等
位置

試験対象種

植物名
発芽
状況

生育健全度
備　　考

A

1

ハチジョウナ2

3

4

イワダレソウ5

6

B

1

C

1

ハマヒルガオ

2

3

4

5

6

ハマ二ンニク

2

3

4

5

6

D

1

ハマダイコン
さや付き

2

3

4

ハマダイコン
さやなし

5

6
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表 4-2(2) 第 14回観察結果(H21年 11 月 16 日，土嚢による基盤ヤード) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※基盤状況等については、空欄の場合は特記事項なし（前回までの観察から変化なし）を示す。 

 

第14回観察記録(H21.11.16) 土嚢による基盤 苗移植ゾーン 天候：晴れ

成長量

列 行 左右 良好 普通 不良 枯れ 高さcm

左 ○

右 ○

左 ○ 左脇にﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ

右 ○ 23.0

左 ○ ﾉｹﾞｼ 1

右 ○ 38.0 結実､匍匐枝伸長 ﾉｹﾞｼ

左 ○ 20.0 結実､匍匐枝伸長

右 ○ 28.0 結実､匍匐枝伸長

左 ○ 60.0 結実､匍匐枝伸長 土嚢腐る

右 ○

左 ○ 30.0

右 ○

左 ○

右 ○

左 ○

右 ○ 3.0 他の箇所から伸長 5芽

左 ○

右 ○ 3.0 右下に1芽

左 ○ となりの土嚢に１芽

右 ○ 土嚢腐る

左 ○ ﾉｹﾞｼ

右 ○ 5-6間にﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ 1

左 ○ ﾉｹﾞｼ 1、土嚢脇にｽｽｷ

右 ○

左 ○ 28.0 開花

右 ○ 33.0

左 ○ 56.0

右 ○ 20.0 開花

左 ○ 13.0

右 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ､ｷｸ科sp.

左 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ

右 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ､ｷｸ科sp.

左 ○ 54.0 結実 ﾉｹﾞｼ

右 ○ 56.0 結実

左 ○ 30.0

右 ○

左 ○

右 ○ 10.0 再発芽

左 ○

右 ○ ﾏﾒ科sp.

左 ○

右 ○ 再発芽 3

左 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 3

右 ○ 再発芽 3

左 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 3

右 ○ ﾉｹﾞｼ 1、ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 3

左 ○ G6との間に再発芽 1

右 ○

移入・侵入植物 基盤状況等
備　　考

購入砂

生育健全度
位置

試験対象種

植物名
発芽
状況

H

1

ハマダイコン

2

3

4

5

6

G

1

ハマ二ンニク

2

3

4

5

6

F

1

ハマヒルガオ

2

3

4

5

6

コウボウシバ

2

イワダレソウ

3

4

5

6

E

1
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表 4-2(3) 第 14回観察結果(H21年 11 月 16 日，土嚢による基盤ヤード) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※基盤状況等については、空欄の場合は特記事項なし（前回までの観察から変化なし）を示す。 

 

第14回観察記録(H21.11.16) 土嚢による基盤 海砂 種まきゾーン 天候：晴れ

成長量

列 行 左右 良好 普通 不良 枯れ 高さcm

左  

右  ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ

左  ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ

右  　

左  

右  ﾖﾓｷﾞ（上部、塩害による枯れ）､ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ

左  

右 ○ ○ 20.0 ﾖﾓｷﾞ､ｵｵｵﾅﾓﾐ、ｲﾈ科sp.

左  ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

右 ○ ○ 15.0 ﾖﾓｷﾞ、ｹｱﾘﾀｿｳ

左 ○ ○ 16.0 ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ

右  ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、ﾖﾓｷﾞ

左  ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ､ｽｽｷ､ﾉｹﾞｼ

右  ﾉｹﾞｼ

左  ｹｱﾘﾀｿｳ､ﾒﾘｹﾝｶﾞﾔﾂﾘ

右  ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ､ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ、ﾉｹﾞｼ

左  

右  ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ

左  ﾖﾓｷﾞ、ｺｾﾝﾀﾞﾝｸｻ、ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ､ｴﾉｺﾛｸﾞｻ

右  〃

左  

右  K5との間にｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ

左  

右  K6との間にﾉｹﾞｼ

左 ○ ○ 23.0 ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ、ｸﾜｸｻ､ﾖﾓｷﾞ､ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ、ｷｸ科sp.

右 ○ ○ 18.0 ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ

左 ○ ○ 23.0 ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ

右 ○ ○ 14.0

左 ○ ○ 25.0 ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ

右 ○ ○ 22.0 ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 4

左 ○ ○ 16.0

右  ｴﾉｺﾛｸﾞｻ、ﾖﾓｷﾞ、ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ

左 ○ ○ 30.0 ｳﾗｼﾞﾛｱｶｻﾞ、4-5間ﾉｹﾞｼ

右  

左 ○ ○ ｽｽｷ

右 ○ ○ 23.0 ﾉｹﾞｼ､ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ､ﾒﾋｼﾊﾞ

左  ｲﾈ科sp.、ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ､ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

右 ○ ○ ﾖﾓｷﾞ､ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ､ｴﾉｺﾛｸﾞｻ､ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ

左 ○ ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ

右 ○ ○ ﾖﾓｷﾞ､2-3間ﾉｹﾞｼ

左 ○ ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ､ﾊﾏﾆﾝﾆｸ､ﾉｹﾞｼ

右 ○ ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ､ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ､ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ

左 ○ ○ ﾖﾓｷﾞ

右 ○ ○ ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ､ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、ｺﾊﾞﾅｷｼﾞﾑｼﾛ

左 ○ ○ ｲﾈ科sp.

右 ○ ○ ｵﾆﾉｹﾞｼ、ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ属sp.、ｹｱﾘﾀｿｳ

左 ○ ○ ﾉｹﾞｼ、ｷｸ科sp.

右 ○ ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ､ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ

移入・侵入植物
植物名

発芽
状況

生育健全度

ハチジョウナ

備　　考

位置
試験対象種

K

基盤状況等

I

1

2

3

4

イワダレソウ5

6

J

1

2

3

4

5

6

ハマ二ンニク

3

4

5
ハマダイコン
さやなし

6

ハマヒルガオ

ハマダイコン
さや付き

2

3

4

5

6

1

2

1

L
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表 4-2(4) 第 14回観察結果(H21年 11 月 16 日，土嚢による基盤ヤード) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※基盤状況等については、空欄の場合は特記事項なし（前回までの観察から変化なし）を示す。 

 

第14回観察記録(H21.11.16) 土嚢による基盤 海砂 苗移植ゾーン 天候：晴れ

成長量

列 行 左右 良好 普通 不良 枯れ 高さcm

左 ○ ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ、N1 よりﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ、ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ

右 ○ ｲﾇﾎｵｽﾞｷ

左 ○ 土嚢脇にｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

右 ○ ｹｱﾘﾀｿｳ再出芽

左 ○ ｳﾗｼﾞﾛｱｶｻﾞ

右 ○ 12.0

左 ○ 60.0 結実

右 ○ 20.0 結実

左 ○ 60.0 結実

右 ○ 120.0 結実 ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ、ｲﾈ科sp.

左 ○ 50.0 結実 ｲﾈ科sp.

右 ○ 140.0 ﾖﾓｷﾞ、ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数

左 ○ 5.0 8芽伸長 ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、ﾁｶﾞﾔ、ｷｸ科sp.

右 ○ 5.0 5芽、うち1芽開花 ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ、ｳﾗｼﾞﾛｱｶｻﾞ、ｲﾈ科sp.

左 ○ ﾊﾙｼﾞｵﾝ､ｷｸ科sp.ｹｱﾘﾀｿｳ

右 ○ ﾒﾋｼﾊﾞ、ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ

左 ○ ﾉｹﾞｼ、ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ、ｷｸ科sp.

右 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ､ﾉｹﾞｼ､ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ、ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ

左 ○ 再出芽2芽 ﾉｹﾞｼ、ｲﾈ科sp.

右 ○ 土嚢脇より再出芽2芽

左 ○ ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ、ｷｸ科sp.、ﾎｿﾊﾞﾊﾏｱｶｻﾞ

右 ○ ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ、ｽｽｷ

左 ○ ﾖﾓｷﾞ、ｴﾉｺﾛｸﾞｻ

右 ○ 土嚢右上･右下に1芽出芽M6よりｲﾜﾀﾞﾚｿｳ

左 ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ

右 ○

左 ○ 18.0 2-3間に1芽 ｷｸ科sp.

右 ○ 50.0 結実

左 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ

右 ○ 10.0 再出芽 ｷｸ科sp.、ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ、ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ

左 ○ 8.0
ﾖﾓｷ 、ﾒﾏﾂﾖｲｸ ｻ、ﾅｶ ﾎ ﾃﾝﾂｷ、ｲﾈ科sp.、ｵｵｱﾚﾁ
ﾉｷﾞｸ

右 ○ 10.0 ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ、ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ

左 ○ 20.0 ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ再出芽、4-5間にｲﾜﾀﾞﾚｿｳN4-6 より侵入

右 ○ 18.0 ﾖﾓｷﾞ

左 ○ 20.0 ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

右 ○ 32.0 ﾉｹﾞｼ、ｲﾜﾀﾞﾚｿｳN6より侵入

左 ○

右 ○ ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ

左 ○ 再発芽

右 ○ 再発芽 ｲｶﾞｶﾞﾔﾂﾘ、ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ、ﾉｹﾞｼ

左 ○ 再発芽 ｷｸ科sp.、ｹｱﾘﾀｿｳ（再出芽）、ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ

右 ○ 再発芽 ｲﾇﾎｵｽﾞｷ

左 ○ ﾖﾓｷﾞ、ｵｵｵﾅﾓﾐ、ｶﾀﾊﾞﾐ

右 ○ 再発芽 ｴﾉｺﾛｸﾞｻ、ｳﾗｼﾞﾛｱｶｻﾞ

左 ○ 再発芽 ｲｶﾞｶﾞﾔﾂﾘ､ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ、ﾖﾓｷﾞ、ｹｱﾘﾀｿｳ、ｲﾈ科sp.

右 ○ 再発芽 ｹｱﾘﾀｿｳ、ｲﾈ科sp.

左 ○ 再発芽 ﾖﾓｷﾞ、ｲﾜﾀﾞﾚｿｳO6より侵入

右 ○ 再発芽 ｲﾜﾀﾞﾚｿｳO6より侵入、ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

高さ:ｲﾜﾀﾞﾚｿｳについては、匍匐枝長

コウボウシバ

イワダレソウ

N ハマヒルガオ

1

2

3

4

5

6

位置
試験対象種

植物名
発芽
状況

生育健全度
備　　考

移入・侵入植物 基盤状況等

M

1

2

3

4

5

6

O

1

ハマ二ンニク

2

3

4

5

6

P

1

ハマダイコン

2

3

4

5

6
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表 4-2(5) 第 14回観察結果(H21年 11 月 16 日，石の間詰めによる基盤ヤード) 

※基盤状況等については、空欄の場合は特記事項なし（前回までの観察から変化なし）を示す。 

第14回観察記録(H21.11.16) 石の間詰めによる基盤 種まきゾーン 天候：晴れ

良好 普通 不良 枯れ 株（塊）数 高さcm

ハチジョウナ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ再発芽

ハチジョウナ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ再発芽

イワダレソウ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ再発芽

ハチジョウナ  

ハマニンニク ○ ○ 22 44.0

ハマダイコン ○ ○ 再発芽

ハマニンニク ○ ○ 26.0 ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ再発芽

ハチジョウナ  ﾊﾏﾆﾝﾆｸ､隣接棟より栄養繁殖

ハチジョウナ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ種子流入、5芽再発芽

ハマダイコン ○ ○ 再発芽9芽 ﾊﾏﾆﾝﾆｸ侵入

ハチジョウナ  ｲﾜﾀﾞﾚｿｳb8より侵入

ハチジョウナ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ流入、再発芽60芽以上

ハマダイコン（鞘まき） ○ ○ 35.0 再発芽 ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ地上部枯れ

第14回観察記録(H21.11.16) 石の間詰めによる基盤 苗移植ゾーン 天候：晴れ

良好 普通 不良 枯れ 株（塊）数 高さcm

ハマダイコン ○ 再発芽2芽

コウボウシバ ○ 13 17.0 生育範囲拡大

コウボウシバ ○ 14 14.0 生育範囲拡大

ハマダイコン ○

ハマニンニク ○ （1） 43.0

ハマニンニク ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ増加24塊、ﾒﾋｼﾊﾞ

コウボウシバ ○ ﾊﾏﾆﾝﾆｸ3芽

イワダレソウ ○ 1 210.0 結実 ﾒﾋｼﾊﾞ

ハマニンニク ○ 3 52.0 ﾒﾋｼﾊﾞ

ハマニンニク ○ 2 40.0 ｼﾛｻﾞ

ハマダイコン ○ 再発芽4芽 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ、ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ(b8より）

ハマダイコン ○ 再発芽60芽 ﾒﾋｼﾊﾞ

ハマニンニク ○ 9 44.0 ﾒﾋｼﾊﾞ、ｲﾇﾎｵｽﾞｷ､ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

ハマダイコン ○ 再発芽1芽

第14回観察記録(H21.11.16) 石の間詰めによる基盤 種まきゾーン 天候：晴れ

良好 普通 不良 枯れ 株（塊）数 高さcm

ハマニンニク ○ ○ 6 56.0

イワダレソウ  ﾎｿﾐｷﾝｶﾞﾔﾂﾘ、ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ(d4より）

ハマニンニク ○ ○ 40.0

ハマダイコン ○ ○ 再発芽2芽 ｲﾇﾎｵｽﾞｷ

ハチジョウナ  

ハマダイコン（鞘まき） ○ ○ 再発芽6芽 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数

ハマダイコン（鞘まき） ○ ○ 再発芽13芽 ｼﾛｻﾞ､ﾒﾋｼﾊﾞ､ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

第14回観察記録(H21.11.16) 石の間詰めによる基盤 苗移植ゾーン 天候：晴れ

良好 普通 不良 枯れ 株（塊）数 高さcm

コウボウシバ ○ ｲﾜﾀﾞﾚｿｳd4

イワダレソウ ○ ｲﾜﾀﾞﾚｿｳd4

イワダレソウ ○ ｲﾜﾀﾞﾚｿｳd4

イワダレソウ ○ 2 170.0

ハマダイコン ○
結実・落実あり、
再発芽なし

ｹｱﾘﾀｿｳ

ハマニンニク ○ 6 50.0 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

ハマダイコン ○ 2 再発芽1芽 ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ

ハマニンニク ○ 3 128.0 再発芽3芽 ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ、ﾖﾓｷﾞ

ハマダイコン ○ 2 再発芽20芽以上

ハマヒルガオ ○ ｽｽｷ、ﾒﾋｼﾊﾞ

ハマヒルガオ ○ ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数

ハマヒルガオ ○ ｹｱﾘﾀｿｳ

イワダレソウ ○ 3 150.0 開花 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数

ハマニンニク ○ 3 38.0

高さ:ｲﾜﾀﾞﾚｿｳについては、匍匐枝長

基盤の破損状況等
植物名

発芽
状況

生育健全度 成長量
備　　考

移入・侵入植物 基盤の破損状況等
植物名

発芽
状況

生育健全度 成長量
備　　考

移入・侵入植物 基盤の破損状況等
植物名

発芽
状況

生育健全度 成長量
備　　考

d14

購入砂

位置

試験対象種

購入砂

位置

試験対象種

d2

d11

d12

d13

海砂

位置

試験対象種

d9

d10

移入・侵入植物
植物名

発芽
状況

生育健全度 成長量
備　　考

基盤の破損状況等

a4

a5

a6

移入・侵入植物

a7

a8

a9

a10

b12

a1

b1

b2

試験対象種

a2

a3

a11

a12

海砂

b5

b9

b10

b3

b4

b6

b7

b8

b11

b13

c6

c4

c5

位置

b14

c3

c1

c2

c7

d8

d5

d6

d7

d3

d4

d1
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表 4-3(1) 第 15回観察結果(H21年 12 月 18 日，土嚢による基盤ヤード) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第15回観察記録(H21.12.18) 土嚢による基盤 種まきゾーン 天候：晴れ

成長量

列 行 左右 良好 普通 不良 枯れ 高さcm

左  土嚢腐る

右  1-2間ｷｸ科sp.芽生え､ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ 〃

左  〃

右  　 〃

左  〃

右  〃

左  ｷｸ科sp.芽生え 〃

右  4-5間にｲﾈ科sp. 1 〃

左  4-5間にｲﾜﾀﾞﾚｿｳ 1 〃

右 ○ ○ 7.0 5-6間にｲﾜﾀﾞﾚｿｳ 4 〃

左 ○ ○ 10.0 〃

右 ○ ○ 10.0
6土嚢右側にｲﾜﾀﾞﾚｿｳ 
3､土嚢左側にｲﾜﾀﾞﾚｿｳ

〃

左  〃

右  1-2の間にﾉｹﾞｼ､ｷｸ科sp. 〃

左  〃

右  ｷｸ科sp. 〃

左  ﾉｹﾞｼ 2 〃

右  〃

左 ○ ○ 1.0 2芽はほとんど枯れ 〃

右  ﾉｹﾞｼ 1 〃

左  4-5間にﾊﾏﾆﾝﾆｸ 〃

右  〃

左  〃

右  ﾉｹﾞｼ(開花） 〃

左 ○ ○ 15.0 〃

右 ○ ○ 11.0 ﾉｹﾞｼ 1 〃

左 ○ ○ 13.0 〃

右 ○ ○ 16.0 〃

左  〃

右 ○ ○ 11.0
3左下の隅にﾊﾏﾆﾝﾆｸ
4-5間にﾊﾏﾆﾝﾆｸ

〃

左 ○ ○ 11.0 〃

右 ○ ○ 15.0 〃

左 ○ ○ 16.0 〃

右 ○ ○ 13.0 5-6間にﾊﾏﾆﾝﾆｸ 2 〃

左 ○ ○ 12.0 〃

右 ○ ○ 15.0 〃

左 ○ ○ ｷｸ科sp.､ﾉｹﾞｼ 〃

右 ○ ○ ｲﾈ科sp. 〃

左 ○ ○ 再発芽 1 〃

右 ○ ○ 〃

左 ○ ○ 〃

右 ○ ○ ｲﾈ科sp. 3、やや衰弱 〃

左 ○ ○ 〃

右 ○ ○ 再発芽 1 〃

左 ○ ○ ﾉｹﾞｼ 〃

右 ○ ○ 〃

左 ○ ○ 〃

右 ○ ○ 〃

基盤状況等
備　　考

ハマダイコン
さやなし

5

6

購入砂

位置
試験対象種

移入・侵入植物発芽
状況

生育健全度

ハチジョウナ2

3

4

イワダレソウ(長さ)5

6

ハマダイコン
さや付き

ハマ二ンニク

2

3

4

1

5

6

A

植物名

ハマヒルガオ

2

3

4

5

6

1

1

B

C

D

1

2

3

4
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表 4-3(2) 第 15回観察結果(H21年 12 月 18 日，土嚢による基盤ヤード) 

第15回観察記録(H21.12.18) 土嚢による基盤 苗移植ゾーン 天候：晴れ

成長量

列 行 左右 良好 普通 不良 枯れ 高さcm

左 ○ 土嚢腐る

右 ○ 〃

左 ○ 左脇にﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ 〃

右 ○ 23.0 〃

左 ○ ﾉｹﾞｼ 1 〃

右 ○ 38.0 結実、匍匐枝伸長 〃

左 ○ 20.0 結実、匍匐枝伸長 〃

右 ○ 28.0 結実、匍匐枝伸長 〃

左 ○ 60.0 結実、匍匐枝伸長 〃

右 ○ 〃

左 ○ 30.0 〃

右 ○ 〃

左 ○ 〃

右 ○ 5.5
他の箇所からﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ
伸長、陰になりやや衰弱

〃

左 ○ 〃

右 ○ 1.0
他の箇所からﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ
伸長、やや衰弱

〃

左 ○ 〃

右 ○ 1.0 右下に1芽 〃

左 ○ 〃

右 ○ 〃

左 ○ ﾉｹﾞｼ 〃

右 ○ 5-6間にﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ 1 〃

左 ○ ﾉｹﾞｼ開花 〃

右 ○ 〃

左 ○ 30.0 （高さは花茎除く） 〃

右 ○ 21.0 （高さは花茎除く） 〃

左 ○ 23.0 （高さは花茎除く） 〃

右 ○ 17.0 （高さは花茎除く） 〃

左 ○ 9.0 〃

右 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ､ｷｸ科sp. 〃

左 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 〃

右 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ､ｷｸ科sp. 〃

左 ○ 17.0 （高さは花茎除く） 〃

右 ○ 16.0 （高さは花茎除く） 〃

左 ○ 21.0 〃

右 ○ 〃

左 ○ 〃

右 ○ 10.0 土嚢脇に再発芽 1 〃

左 ○ 〃

右 ○ ﾏﾒ科sp. 〃

左 ○ ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ枯れ 〃

右 ○ ｷｸ科sp.sp. 〃

左 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 3 〃

右 ○ 〃

左 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 3 〃

右 ○ ﾉｹﾞｼ 1、ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 1 〃

左 ○ G6との間に再発芽 1芽 〃

右 ○ 〃

位置
試験対象種

移入・侵入植物 基盤状況等
備　　考

H

1

ハマダイコン

2

3

4

5

6

G

1

ハマ二ンニク

2

3

4

5

6

F

1

ハマヒルガオ

2

3

4

5

6

2

イワダレソウ

3

4

5

6

E

1

購入砂

植物名
発芽
状況

生育健全度

コウボウシバ
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表 4-3(3) 第 15回観察結果(H21年 12 月 18 日，土嚢による基盤ヤード) 

  第15回観察記録(H21.12.18) 土嚢による基盤 海砂 種まきゾーン 天候：晴れ

成長量

列 行 左右 良好 普通 不良 枯れ 高さcm

左  ﾖﾓｷﾞ（上部、塩害による枯れ） 土嚢腐る

右  ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ 〃

左  ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ 〃

右  　 〃

左  ﾖﾓｷﾞ（上部、塩害による枯れ）ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ 〃

右  〃

左  〃

右 ○ ○ 15.0 ﾖﾓｷﾞ､ｵｵｵﾅﾓﾐ、ｲﾈ科sp. 〃

左  4-5間にｷｸ科sp.、ｲﾈ科sp. 〃

右 ○ ○ 14.0 ﾖﾓｷﾞ 〃

左 ○ ○ 16.0 5-6間にﾖﾓｷﾞ、ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ 〃

右  ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ 〃

左  ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ 〃

右  ｽｽｷ、ﾉｹﾞｼ 〃

左  
ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ、ﾒﾘｹﾝｶﾞﾔﾂﾘ、ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、
ｱｶｻﾞ属sp.

〃

右  ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ、ﾉｹﾞｼ 〃

左  〃

右  ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ 〃

左  
ﾖﾓｷﾞ、ｺｾﾝﾀﾞﾝｸｻ、ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ､ｴﾉｺﾛｸﾞｻ、
移入種等の植被率が高い

〃

右  ﾖﾓｷﾞ、移入種等の植被率が高い 〃

左  〃

右  K5との間にｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ 〃

左  〃

右  〃

左 ○ ○ 23.0 ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ、ｷｸ科sp. 〃

右 ○ ○ 18.0 ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ 〃

左 ○ ○ 23.0 ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ 〃

右 ○ ○ 14.0 ｹｱﾘﾀｿｳ 〃

左 ○ ○ 25.0 ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ 〃

右 ○ ○ 22.0 ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 4 〃

左 ○ ○ 16.0 〃

右  ｴﾉｺﾛｸﾞｻ、ﾖﾓｷﾞ、ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 〃

左 ○ ○ 30.0 4-5間ﾉｹﾞｼ 〃

右 ○ ○ 5.0 再出芽 2 〃

左 ○ ○ 10.0 ﾉｹﾞｼ､ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ､ﾒﾋｼﾊﾞ 〃

右 ○ ○ 17.0 ﾉｹﾞｼ､ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ､ﾒﾋｼﾊﾞ 〃

左  ﾖﾓｷﾞ、ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ､ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ 〃

右 ○ ○ ｲﾈ科sp.､ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ 〃

左 ○ ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ 〃

右 ○ ○ ﾖﾓｷﾞ､2-3間ﾉｹﾞｼ 〃

左 ○ ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ､ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ､ﾉｹﾞｼ 〃

右 ○ ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ､ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ 〃

左 ○ ○ ﾖﾓｷﾞ 〃

右 ○ ○ ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ､ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、ｺﾊﾞﾅｷｼﾞﾑｼﾛ 〃

左 ○ ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ 〃

右 ○ ○ ｵﾆﾉｹﾞｼ、ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ属sp. 〃

左 ○ ○ ﾉｹﾞｼ、ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ 〃

右 ○ ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ 〃

ハチジョウナ

ハマダイコン
さや付き

ハマヒルガオ

発芽
状況

生育健全度
位置

試験対象種

1

植物名

5

2

3

4

イワダレソウ5

6

ハマダイコン
さやなし

J

1

I

L

1

2

3

4

6

2

3

4

5

1

ハマ二ンニク

2

3

4

5

6

移入・侵入植物 基盤状況等
備　　考

6

K
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表 4-3(4) 第 15回観察結果(H21年 12 月 18 日，土嚢による基盤ヤード) 

第15回観察記録(H21.12.18) 土嚢による基盤 海砂 苗移植ゾーン 天候：晴れ

成長量

列 行 左右 良好 普通 不良 枯れ 高さcm

左 ○ 土嚢腐る

右 ○ ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ、N1 よりﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ、ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ 〃

左 ○ 土嚢脇にｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ 〃

右 ○ ｹｱﾘﾀｿｳ再出芽 〃

左 ○ 〃

右 ○ 18.0 〃

左 ○ 60.0 結実、P6まで伸長 〃

右 ○ 20.0 結実 〃

左 ○ 70.0 結実している 〃

右 ○ 10.0 結実、個体ほとんど消失 〃

左 ○ 70.0 結実 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数、ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ 〃

右 ○ 150.0 ﾖﾓｷﾞ、ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数 〃

左 ○ 5.0 8芽伸長 ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、ﾁｶﾞﾔ、ｷｸ科sp.sp. 〃

右 ○ 4.0 3芽 ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ、ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ属sp. 〃

左 ○ ﾊﾙｼﾞｵﾝ､ｷｸ科sp.ｹｱﾘﾀｿｳ 〃

右 ○ ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ 〃

左 ○ ﾉｹﾞｼ、ｷｸ科sp. 〃

右 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞO3より侵入 〃

左 ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、ﾉｹﾞｼ開花 〃

右 ○
土嚢脇より再出芽2芽
（やや黄変）

〃

左 ○ ｲﾜﾀﾞﾚｿｳM5より侵入繁茂 〃

右 ○ ｲﾈ科sp.、ｽｽｷ 〃

左 ○ ﾖﾓｷﾞ、ｴﾉｺﾛｸﾞｻ、ｷｸ科sp. 〃

右 ○ ﾖﾓｷﾞ、M6よりｲﾜﾀﾞﾚｿｳ 〃

左 ○ 脇に1芽 ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、ｲﾈ科sp. 〃

右 ○ 〃

左 ○ 10.0 2-3間に1芽 〃

右 ○ 50.0 結実 〃

左 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 5 〃

右 ○ 10.0 地上部ほとんど枯れ ｷｸ科sp. 〃

左 ○ 8.0 ﾖﾓｷﾞ、ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ 〃

右 ○ 10.0 ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ 〃

左 ○ 10.0 地上部ほとんど枯れ 4-5間にｲﾜﾀﾞﾚｿｳN4-6 より侵入 〃

右 ○ 18.0 ﾖﾓｷﾞ 〃

左 ○ 16.0 ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ 〃

右 ○ 32.0 ﾉｹﾞｼ、ｲﾜﾀﾞﾚｿｳM6より侵入 〃

左 ○ 〃

右 ○ ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ 〃

左 ○ 〃

右 ○ 再発芽 ｲｶﾞｶﾞﾔﾂﾘ、ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ、ﾉｹﾞｼ 〃

左 ○ ｷｸ科sp. 〃

右 ○ 再発芽 ｺｱｶｻﾞ、ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ、ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ 〃

左 ○ ﾖﾓｷﾞ、ｵｵｵﾅﾓﾐ、ｶﾀﾊﾞﾐ 〃

右 ○ ｴﾉｺﾛｸﾞｻ、ﾖﾓｷﾞ 〃

左 ○ ｲｶﾞｶﾞﾔﾂﾘ､ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ 〃

右 ○ ｹｱﾘﾀｿｳ 〃

左 ○ 再発芽 ﾖﾓｷﾞ、ｲﾜﾀﾞﾚｿｳO6より侵入 〃

右 ○ 再発芽 ｲﾜﾀﾞﾚｿｳO6より侵入、ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ、ﾖﾓｷﾞ 〃

高さ:ｲﾜﾀﾞﾚｿｳについては、匍匐枝長

発芽
状況

生育健全度

ハマ二ンニク

2

6

植物名

コウボウシバ

2

イワダレソウ

3

4

5

6

ハマヒルガオ

2

3

4

5

6

M

3

4

5

N

1

1

O

1

P

1

ハマダイコン

2

3

4

5

6

位置
試験対象種

移入・侵入植物 基盤状況等
備　　考
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表 4-3(5) 第 15 回観察結果(H21 年 12 月 18 日，石の間詰めによる基盤ヤード)

※基盤状況等については、空欄の場合は特記事項なし（前回までの観察から変化なし）を示す。 

第15回観察記録(H21.12.18) 石の間詰めによる基盤 種まきゾーン 天候：晴れ 天候：晴れ

良好 普通 不良 枯れ 株（塊）数 高さcm

ハチジョウナ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ再発芽

ハチジョウナ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ再発芽

イワダレソウ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ再発芽

ハチジョウナ  

ハマニンニク ○ ○ 22 30.0

ハマダイコン ○ ○ 再発芽

ハマニンニク ○ ○ 26.0 ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ再発芽

ハチジョウナ  
ﾊﾏﾆﾝﾆｸ､隣接棟より
栄養繁殖、ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ
伸長

ハチジョウナ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ種子流入、再発芽5芽

ハマダイコン ○ ○ 再発芽9芽 ﾊﾏﾆﾝﾆｸ侵入H：40㎝

ハチジョウナ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ再発芽

ハチジョウナ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ流入、再発芽60芽以上

ハマダイコン（鞘まき） ○ ○ 35.0 再発芽30芽以上、ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ地上部枯れ

第15回観察記録(H21.12.18) 石の間詰めによる基盤 苗移植ゾーン 天候：晴れ

良好 普通 不良 枯れ 株（塊）数 高さcm

ハマダイコン ○ (9) 再発芽2芽

コウボウシバ ○ 11 8.0 生育範囲拡大

コウボウシバ ○ 23 7.0 生育範囲拡大

ハマダイコン ○

ハマニンニク ○ （1） 38.0

ハマニンニク ○ 5.0 ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ増加25塊、ﾒﾋｼﾊﾞ

コウボウシバ ○ ﾊﾏﾆﾝﾆｸ3芽

イワダレソウ ○ 1 210.0 結実 ﾒﾋｼﾊﾞ

ハマニンニク ○ 3 40.0 ﾒﾋｼﾊﾞ

ハマニンニク ○ 2 38.0 ｼﾛｻﾞ

ハマダイコン ○ 5.0 再発芽15芽
ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ、ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ
(b8より）、ﾊﾏﾆﾝﾆｸ拡
大

ハマダイコン ○ 再発芽60芽 ﾊﾏﾆﾝﾆｸ侵入

ハマニンニク ○ 9 25.0
ﾒﾋｼﾊﾞ、ｲﾇﾎｵｽﾞｷ､ｺﾏ
ﾂﾖｲｸﾞｻ、ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ

ハマダイコン ○ 再発芽1芽 ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ

第15回観察記録(H21.12.18) 石の間詰めによる基盤 種まきゾーン 天候：晴れ

良好 普通 不良 枯れ 株（塊）数 高さcm

ハマニンニク ○ ○ 6 56.0

イワダレソウ  ﾎｿﾐｷﾝｶﾞﾔﾂﾘ、ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ(d4より）

ハマニンニク ○ ○ 40.0

ハマダイコン ○ ○ 9 5.0 再発芽2芽 ｲﾇﾎｵｽﾞｷ

ハチジョウナ  

ハマダイコン（鞘まき） ○ ○ 再発芽6芽 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数

ハマダイコン（鞘まき） ○ ○ 再発芽13芽 ｼﾛｻﾞ､ﾒﾋｼﾊﾞ､ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

第15回観察記録(H21.12.18) 石の間詰めによる基盤 苗移植ゾーン 天候：晴れ

良好 普通 不良 枯れ 株（塊）数 高さcm

コウボウシバ ○ ｲﾜﾀﾞﾚｿｳd4

イワダレソウ ○ ｲﾜﾀﾞﾚｿｳd4、ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数

イワダレソウ ○ ｲﾜﾀﾞﾚｿｳd4

イワダレソウ ○ 2 180.0

ハマダイコン ○
結実・落実･再発芽
なし、ｹｱﾘﾀｿｳ、ﾊﾏﾆ
ﾝﾆｸ出芽H:25㎝

ハマニンニク ○ 6 40.0 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

ハマダイコン ○ 2 再発芽1芽 ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ、ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数

ハマニンニク ○ 3 52.0 再発芽8芽 ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ、ﾖﾓｷﾞ

ハマダイコン ○

ハマヒルガオ ○ ｽｽｷ、ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数

ハマヒルガオ ○ ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数

ハマヒルガオ ○ ﾖﾓｷﾞ

イワダレソウ 開花 ○ 3 150.0 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数

ハマニンニク ○ 3 38.0 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数

高さ:ｲﾜﾀﾞﾚｿｳについては、匍匐枝長

位置

試験対象種

移入・侵入植物 基盤の破損状況等
植物名

発芽
状況

生育健全度 成長量
備　　考

d14

d13

d9

d10

d11

d12

d3

d8

d4

d5

d6

d7

c7

d1

d2

位置

b13

c6

c4

c5

c3

b14

c1

c2

位置

b12

b9

b10

b3

b4

b6

b7

b8

b11

b1

b2

b5

基盤の破損状況等位置

試験対象種

移入・侵入植物
植物名

発芽
状況

生育健全度

基盤の破損状況等
植物名

発芽
状況

生育健全度 成長量
備　　考

a1

a2

a3

a4

a6

a5

a11

a12

a7

a8

a9

a10

海砂

購入砂

試験対象種

移入・侵入植物

海砂

試験対象種

移入・侵入植物

購入砂

成長量
備　　考

基盤の破損状況等
植物名

発芽
状況

生育健全度 成長量
備　　考
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表 4-4(1) 第 16 回観察結果(H22 年 1月 13 日，土嚢による基盤ヤード) 

第16回観察記録(H22.1.13) 土嚢による基盤 種まきゾーン 天候：曇りのち晴れ

成長量

列 行 左右 良好 普通 不良 枯れ 高さcm

左  土嚢腐る

右  1-2間ｷｸ科sp.､ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ 〃

左  〃

右  　 〃

左  〃

右  〃

左  ｷｸ科sp.枯れ 〃

右  4-5間にｲﾈ科sp. 1 〃

左  4-5間にｲﾜﾀﾞﾚｿｳ 1 〃

右 ○ ○ 7.0 5-6間にｲﾜﾀﾞﾚｿｳ 4 〃

左 ○ ○ 10.0 〃

右 ○ ○ 10.0
6土嚢右側にｲﾜﾀﾞﾚｿｳ 
2

〃

左  〃

右  1-2の間にﾉｹﾞｼ､ｷｸ科sp. 〃

左  〃

右  ｷｸ科sp. 〃

左  ﾉｹﾞｼ 2、うち1株枯れ 〃

右  C3-B3間にﾊﾏﾆﾝﾆｸ 〃

左 ○ ○ 1.0 地上部枯れ 〃

右  ﾉｹﾞｼ 1、開花 〃

左  4-5間にﾊﾏﾆﾝﾆｸ 〃

右  〃

左  〃

右  〃

左 ○ ○ 10.0 〃

右 ○ ○ 10.0 ﾉｹﾞｼ 1 〃

左 ○ ○ 13.0 〃

右 ○ ○ 16.0 〃

左  〃

右 ○ ○ 11.0 3左下､4-5間にﾊﾏﾆﾝﾆｸ 〃

左 ○ ○ 8.0 〃

右 ○ ○ 15.0 〃

左 ○ ○ 10.0 〃

右 ○ ○ 9.0 5-6間にﾊﾏﾆﾝﾆｸ 2 〃

左 ○ ○ 10.0 〃

右 ○ ○ 13.0 〃

左 ○ ○ ｷｸ科sp.､ﾉｹﾞｼ 〃

右 ○ ○ ｲﾈ科sp. 〃

左 ○ ○ 再発芽 1 〃

右 ○ ○ 〃

左 ○ ○ 〃

右 ○ ○ ｲﾈ科sp. 3、やや衰弱 〃

左 ○ ○ 〃

右 ○ ○ 再発芽 １ 〃

左 ○ ○ ﾉｹﾞｼ 〃

右 ○ ○ ｷｸ科sp.芽生え 〃

左 ○ ○ 〃

右 ○ ○ 〃

基盤状況等
植物名

発芽
状況

生育健全度
備　　考

購入砂

位置
試験対象種

移入・侵入植物

A

1

ハチジョウナ2

3

4

イワダレソウ5

6

B

1

C

1

ハマヒルガオ

2

3

4

5

6

ハマ二ンニク

2

3

4

5

6

D

1

ハマダイコン
さや付き

2

3

4

ハマダイコン
さやなし

5

6
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表 4-4(2) 第 16 回観察結果(H22 年 1月 13 日，土嚢による基盤ヤード) 

第16回観察記録(H22.1.13) 土嚢による基盤 苗移植ゾーン 天候：曇りのち晴れ

成長量

列 行 左右 良好 普通 不良 枯れ 高さcm

左 ○ 土嚢腐る

右 ○ 〃

左 ○ 左脇にﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ 〃

右 ○ 23.0 〃

左 ○ ﾉｹﾞｼ 1 〃

右 ○ 38.0 結実している 〃

左 ○ 20.0 結実している 〃

右 ○ 25.0 結実している 〃

左 ○ 60.0 結実している 〃

右 ○ 〃

左 ○ 30.0 〃

右 ○ 〃

左 ○ 〃

右 ○ 5.0 他の箇所から伸長､陰になりかなり衰弱 〃

左 ○ 〃

右 ○ 1.0 地上部枯れ 〃

左 ○ 〃

右 ○ 1.0 地上部枯れ 〃

左 ○ 〃

右 ○ 〃

左 ○ ﾉｹﾞｼ 〃

右 ○ ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ枯れ 〃

左 ○ ﾉｹﾞｼ開花 〃

右 ○ ﾂﾒｸｻ属sp.芽生え多数 〃

左 ○ 13.0 土嚢左脇にｲﾈ科sp. 〃

右 ○ 21.0 （高さは花茎除く） 〃

左 ○ 9.0 （高さは花茎除く） 〃

右 ○ 8.0 （高さは花茎除く） 〃

左 ○ 9.0 〃

右 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ､ｷｸ科sp. 〃

左 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 6、増加 〃

右 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ､ｷｸ科sp. 〃

左 ○ 12.0 （高さは花茎除く） 〃

右 ○ 12.0 （高さは花茎除く） 〃

左 ○ 12.0 土嚢右上にﾊﾏﾆﾝﾆｸ1芽 〃

右 ○ 〃

左 ○ 〃

右 ○ 8.0 影にあるため発育不良 〃

左 ○ 〃

右 ○ マメ科sp.枯れ 〃

左 ○ ﾂﾒｸｻ属sp.芽生え多数 〃

右 ○ ﾂﾒｸｻ属sp.芽生え多数 〃

左 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 3 〃

右 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 1 〃

左 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 3 〃

右 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 1 〃

左 ○ G6との間に再発芽 1 〃

右 ○ 〃

コウボウシバ

イワダレソウ

ハマ二ンニク

購入砂

試験対象種

植物名
発芽
状況

生育健全度
備　　考

ハマダイコン

F

5

位置
移入・侵入植物 基盤状況等

E

1

2

3

4

5

6

1

ハマヒルガオ

2

3

4

5

6

G

1

2

3

4

5

6

2

3

4

6

H

1
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表 4-4(3) 第 16 回観察結果(H22 年 1月 13 日，土嚢による基盤ヤード) 

第16回観察記録(H22.1.13) 土嚢による基盤 海砂 種まきゾーン 天候：曇りのち晴れ

成長量

列 行 左右 良好 普通 不良 枯れ 高さcm

左  ﾖﾓｷﾞ、ﾂﾒｸｻ属sp.芽生え 土嚢腐る

右  ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ 〃

左  ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ枯れ 〃

右  　 〃

左  ﾖﾓｷﾞ（上部、塩害による枯れ）ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ 〃

右  ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ 〃

左  〃

右 ○ ○ 15.0 ﾖﾓｷﾞ､ｵｵｵﾅﾓﾐ、ｲﾈ科sp. 土嚢腐る、蘚苔類生育

左  4-5間にｷｸ科sp.、ｲﾈ科sp. 土嚢腐る、蘚苔類生育

右 ○ ○ 14.0 ﾖﾓｷﾞ 土嚢腐る、蘚苔類生育

左 ○ ○ 13.0 5-6間にﾖﾓｷﾞ、ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ 土嚢腐る

右  ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ 〃

左  ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ 〃

右  ｽｽｷ、ﾉｹﾞｼ、K列との間にﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え 〃

左  ﾒﾘｹﾝｶﾞﾔﾂﾘ、ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、ｱｶｻﾞ属sp. 〃

右  ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ、ﾉｹﾞｼ 〃

左  〃

右  ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ 〃

左  
ﾖﾓｷﾞ、ｺｾﾝﾀﾞﾝｸｻ、ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ､ｴﾉｺﾛｸﾞｻ、
移入種等の植被率高い

〃

右  ﾖﾓｷﾞ、移入種等の植被率高い 〃

左  〃

右  K5との間にｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ開花、結実 〃

左  〃

右  〃

左 ○ ○ 18.0 ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ、ｷｸ科sp. 〃

右 ○ ○ 15.0 ﾖﾓｷﾞ 〃

左 ○ ○ 18.0 ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ 〃

右 ○ ○ 14.0 ｹｱﾘﾀｿｳ 〃

左 ○ ○ 15.0 ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ（分けつしている） 〃

右 ○ ○ 14.0 ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 4 〃

左 ○ ○ 15.0 〃

右  ｴﾉｺﾛｸﾞｻ、ﾖﾓｷﾞ、ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 〃

左 ○ ○ 15.0 4-5間ﾉｹﾞｼ 〃

右 ○ ○ 5.0 再出芽 2 ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、ﾂﾒｸｻ属sp.芽生え多数 〃

左 ○ ○ 10.0 ﾉｹﾞｼ､ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ､ﾒﾋｼﾊﾞ 〃

右 ○ ○ 14.0 ﾉｹﾞｼ､ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ､ﾒﾋｼﾊﾞ 〃

左  
ﾖﾓｷﾞ、ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ､ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ
ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ生え多数

〃

右 ○ ○ ｲﾈ科sp.､ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ 〃

左 ○ ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ､ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻﾖﾓｷﾞ芽生え 〃

右 ○ ○ ﾖﾓｷﾞ､2-3間ﾉｹﾞｼ 〃

左 ○ ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ､ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ､ﾉｹﾞｼ 〃

右 ○ ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ､ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ 〃

左 ○ ○ ﾖﾓｷﾞ、ﾂﾒｸｻ属sp.芽生え多数 〃

右 ○ ○
ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ､ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、ｺﾊﾞﾅｷｼﾞﾑｼﾛ、
ｼｭﾛｶﾞﾔﾂﾘ再出芽、ﾂﾒｸｻ属sp.芽生え多数

〃

左 ○ ○ ﾂﾒｸｻ属sp.芽生え多数 〃

右 ○ ○ ｵﾆﾉｹﾞｼ、ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ属sp. 〃

左 ○ ○ 5-6間にｷｸ科sp. 〃

右 ○ ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、ﾉｹﾞｼ、ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ 〃

L

1

移入・侵入植物 基盤状況等

2

3

4

5

6

K

1

ハマ二ンニク

2

3

4

5

6

ハマダイコン
さやなし

ハマヒルガオ

2

3

4

5

6

位置

J

1

備　　考

I

1

2

3

4

5

6

ハマダイコン
さや付き

試験対象種

植物名
発芽
状況

生育健全度

ハチジョウナ

イワダレソウ

-データ 31-



表 4-4(4) 第 16 回観察結果(H22 年 1月 13 日，土嚢による基盤ヤード) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第16回観察記録(H22.1.13) 土嚢による基盤 海砂 苗移植ゾーン 天候：曇りのち晴れ

成長量

列 行 左右 良好 普通 不良 枯れ 高さcm

左 ○ 土嚢腐る

右 ○
ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ、N1 よりﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ（地上部枯れ）、
ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

〃

左 ○ 土嚢脇にｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ 〃

右 ○ ｹｱﾘﾀｿｳ再出芽 〃

左 ○ 〃

右 ○ 18.0 〃

左 ○ 60.0 結実、P6土のう下まで伸長 〃

右 ○ 20.0 結実 〃

左 ○ 70.0 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数 〃

右 ○ 10.0 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数 〃

左 ○ 70.0 結実 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数、ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ 〃

右 ○ 150.0 ﾖﾓｷﾞ、ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ生え多数 〃

左 ○ 5.0 地上部枯れ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、ﾁｶﾞﾔ、ｷｸ科sp. 〃

右 ○ 4.0 地上部枯れ ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ、ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ属sp. 〃

左 ○ ﾊﾙｼﾞｵﾝ､ｷｸ科sp.､ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 〃

右 ○ ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ 〃

左 ○ ﾉｹﾞｼ、ｷｸ科sp.、ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 〃

右 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞO3より侵入、ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ 〃

左 ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、ﾉｹﾞｼ開花 〃

右 ○
土嚢脇より再出芽2芽は
地上部枯れ

〃

左 ○ ｲﾜﾀﾞﾚｿｳM5より侵入繁茂 〃

右 ○ ｲﾈ科sp.、ｽｽｷ 〃

左 ○ ﾖﾓｷﾞ、ｴﾉｺﾛｸﾞｻ、ｷｸ科sp. 〃

右 ○ ﾖﾓｷﾞ、M6よりｲﾜﾀﾞﾚｿｳ 〃

左 ○ 土嚢脇に出芽 １ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ、ｲﾈ科sp. 土嚢腐る、蘚苔類生育

右 ○ ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ 土嚢腐る、蘚苔類生育

左 ○ 3.0 2-3間に1芽10ｃｍ 土嚢腐る

右 ○ 20.0 結実（高さは花茎除く） 〃

左 ○ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ 5 〃

右 ○ 2.0 地上部ほとんど枯れ ｷｸ科sp. 〃

左 ○ 4.0
ﾖﾓｷﾞ、ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ、左下にｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ、
4-5間にｲﾜﾀﾞﾚｿｳ

〃

右 ○ 10.0 ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ、ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ、ﾖﾓｷﾞ芽生え 〃

左 ○ 4.0 地上部ほとんど枯れ 4-5間にｲﾜﾀﾞﾚｿｳN4-6 より侵入 〃

右 ○ 8.0 ﾖﾓｷﾞ 〃

左 ○ 10.0 〃

右 ○ 17.0 ﾉｹﾞｼ、ｲﾜﾀﾞﾚｿｳM6より侵入 〃

左 ○ 土嚢腐る、蘚類生育

右 ○ ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ 土嚢腐る

左 ○ 〃

右 ○ 再発芽 ｲｶﾞｶﾞﾔﾂﾘ、ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ、ﾉｹﾞｼ 〃

左 ○ ｷｸ科sp. 〃

右 ○ 再発芽 ｺｱｶｻﾞ、ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ、ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ 〃

左 ○ ﾖﾓｷﾞ、ｵｵｵﾅﾓﾐ、ｶﾀﾊﾞﾐ 〃

右 ○ 再発芽 3 ｴﾉｺﾛｸﾞｻ、ﾖﾓｷﾞ、ﾖﾓｷﾞ芽生え 〃

左 ○ 再発芽 ｲｶﾞｶﾞﾔﾂﾘ､ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ 土嚢腐る、蘚苔類生育

右 ○ ｹｱﾘﾀｿｳ 土嚢腐る、蘚苔類生育

左 ○ 再発芽 ﾖﾓｷﾞ、ｲﾜﾀﾞﾚｿｳO6より侵入 土嚢腐る

右 ○ 再発芽
ｲﾜﾀﾞﾚｿｳO6より侵入､ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ、ﾖﾓｷﾞ、
ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

〃

高さ:ｲﾜﾀﾞﾚｿｳについては、匍匐枝長

P

1

ハマダイコン

2

3

4

5

6

O

1

ハマ二ンニク

2

3

4

5

6

N

1

ハマヒルガオ

2

3

4

5

6

コウボウシバ

2

イワダレソウ

3

4

5

6

M

1

位置
試験対象種

移入・侵入植物 基盤状況等
植物名

発芽
状況

生育健全度
備　　考

-データ 32-



 
表 4-4(5) 第 16回観察結果(H22年 1 月 13 日，土嚢による基盤ヤード)

※基盤状況等については、空欄の場合は特記事項なし（前回までの観察から変化なし）を示す。

第16回観察記録(H22.1.13) 石の間詰めによる基盤 種まきゾーン 天候：曇りのち晴れ

良好 普通 不良 枯れ 株（塊）数 高さcm

ハチジョウナ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ再発芽

ハチジョウナ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ再発芽

イワダレソウ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ再発芽

ハチジョウナ  左端にﾊﾏﾆﾝﾆｸ1芽、a5より侵入か

ハマニンニク ○ ○ 22 27.0

ハマダイコン ○ ○ 再発芽

ハマニンニク ○ ○ 26.0 ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ再発芽

ハチジョウナ  
ﾊﾏﾆﾝﾆｸ､隣接棟より
栄養繁殖、ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ
伸長

ハチジョウナ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ種子流入、再発芽は枯れ

ハマダイコン ○ 再発芽9芽 ﾊﾏﾆﾝﾆｸ侵入H：35㎝

ハチジョウナ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ再発芽

ハチジョウナ  ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ流入、再発芽60芽以上

ハマダイコン（鞘まき） ○ ○ 再発芽30芽以上 ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ再出葉・花茎伸長

第16回観察記録(H22.1.13) 石の間詰めによる基盤 苗移植ゾーン 天候：曇りのち晴れ

良好 普通 不良 枯れ 株（塊）数 高さcm

ハマダイコン ○ 再発芽枯れ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ侵入

コウボウシバ ○ 11 10.0 生育範囲拡大

コウボウシバ ○ 23 7.0 生育範囲拡大

ハマダイコン ○

ハマニンニク ○ （1） 28.0

ハマニンニク ○
ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ増加25
塊、ﾒﾋｼﾊﾞ、ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ

コウボウシバ ○ ﾊﾏﾆﾝﾆｸ1芽

イワダレソウ ○ 1 100.0 匍匐枝先端が切れる

ハマニンニク ○ 3 32.0

ハマニンニク ○ 2 20.0 ｼﾛｻﾞ

ハマダイコン ○
ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ再発芽
15芽

ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ、ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ
(b8より）、ﾊﾏﾆﾝﾆｸ拡
大

ハマダイコン ○ 再発芽60芽 ﾊﾏﾆﾝﾆｸ侵入

ハマニンニク ○ 9 25.0
ﾒﾋｼﾊﾞ、ｲﾇﾎｵｽﾞｷ､ｺﾏ
ﾂﾖｲｸﾞｻ、ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ

ハマダイコン ○ ﾊﾏﾆﾝﾆｸ2芽、b9より侵入か

第16回観察記録(H22.1.13) 石の間詰めによる基盤 種まきゾーン 天候：曇りのち晴れ

良好 普通 不良 枯れ 株（塊）数 高さcm

ハマニンニク ○ ○ 6 36.0

イワダレソウ  ﾎｿﾐｷﾝｶﾞﾔﾂﾘ、ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ(d4より）

ハマニンニク ○ ○ 30.0

ハマダイコン ○ ○ 再発芽2芽 ﾊﾏﾆﾝﾆｸ出芽、ﾒﾋｼﾊﾞ属sp.

ハチジョウナ  

ハマダイコン（鞘まき） ○ ○ 再発芽6芽
ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多
数、ｹｱﾘﾀｿｳ再出芽

ハマダイコン（鞘まき） ○ ○ 再発芽13芽 ｼﾛｻﾞ､ﾒﾋｼﾊﾞ､ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数

第16回観察記録(H22.1.13) 石の間詰めによる基盤 苗移植ゾーン 天候：曇りのち晴れ

良好 普通 不良 枯れ 株（塊）数 高さcm

コウボウシバ ○ ｲﾜﾀﾞﾚｿｳd4

イワダレソウ ○ ｲﾜﾀﾞﾚｿｳd4、ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数

イワダレソウ ○ ｲﾜﾀﾞﾚｿｳd4

イワダレソウ ○ 2 160.0 先端やや枯れ

ハマダイコン ○
結実・落実あり、
再発芽なし

ｹｱﾘﾀｿｳ、ﾊﾏﾆﾝﾆｸ出芽H:25㎝、ｽｽｷ

ハマニンニク ○ 6 30.0 出芽2芽 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ、ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数

ハマダイコン ○ 再発芽1芽 ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ、ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数

ハマニンニク ○ 3 32.0 出芽8芽 ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ、ﾖﾓｷﾞ

ハマダイコン ○

ハマヒルガオ ○ ｽｽｷ、ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数

ハマヒルガオ ○ ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数

ハマヒルガオ ○ ﾖﾓｷﾞ

イワダレソウ ○ 3 130.0
結実・落実あり、
再発芽なし

ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多
数、ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ先端枯

ハマニンニク ○ 3 38.0 出芽 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ芽生え多数

高さ:ｲﾜﾀﾞﾚｿｳについては、匍匐枝長

基盤の破損状況等
植物名

発芽
状況

生育健全度 成長量
備　　考

移入・侵入植物

位置

試験対象種

移入・侵入植物 基盤の破損状況等
植物名

発芽
状況

生育健全度 成長量
備　　考

購入砂

位置

試験対象種

移入・侵入植物
植物名

発芽
状況

生育健全度 成長量
備　　考

購入砂

基盤の破損状況等

海砂

位置

試験対象種

移入・侵入植物 基盤の破損状況等
植物名

発芽
状況

生育健全度 成長量
備　　考

海砂

位置

試験対象種

c7

a1

a2

a3

a4

a6

a5

a11

a12

b1

b2

b5

a7

a8

a9

a10

b12

b9

b10

b3

b4

b6

b7

b8

b11

b13

c6

c4

c5

c3

b14

c1

c2

d1

d2

d3

d8

d4

d5

d6

d7

d14

d13

d9

d10

d11

d12
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４－３．試験対象種毎の生育状況写真 

（１）ハマヒルガオ（苗移植） 

 
 
 
 
 
 
 

左：第 13回(2009.10.14)    中：第 14回(2009.11.16)    右：第 15回(2009.12.18) 
 
 
 
 
 
 
 
左：第 16回(2010.1.13)  
 
（２）ハマダイコン（苗移植） 

 
 
 
 
 
 

 
左：第 13回（2009.10.14）  中：第 14回（2009.11.16）  右：第 15回（2009.12.18） 

 
 
 
 
 
 
 

左：第 16回（2010.1.13）    
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（３）イワダレソウ（上：土嚢・苗移植、下：砂の間詰め・苗移植） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左：第 13回(2009.10.14)    中：第 14回(2009.11.16)    右：第 15回(2009.12.18)  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左：第 16回(2010.1.13) 
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（４）ハマニンニク（上：土嚢基盤・種まき、下：砂の間詰め・苗移植） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左：第 13回(2009.10.14)    中：第 14回(2009.11.16)    右：第 15回(2009.12.18)  
  

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左：第 16回(2010.1.13) 
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3．砂つけ試験現地調査結果 

※砂つけ試験箇所の生物調査結果は、それぞれ前記 1.生物調査結果を参照 
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【砂つけ試験箇所におけるモニタリング調査位置図】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※砂つけ試験箇所の冬季生物観察結果は、1.生物調査結果を参照 

(1)地形測量結果 
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モニタリング測線
地形測量、生物観察、採泥

調査測線・地点凡例
地形測量
生物観察
生物観察・採取分析
採泥・粒度試験

形状把握(←は撮影方向)

H21年10月31日測量 H22年1月12日測量
追加距離 標高 追加距離 標高
(m) A.P.(m) (m) A.P.(m)
0.0 1.63 0.0 1.54
10.0 0.76 10.0 0.72
11.7 0.57 11.7 0.51
12.3 0.43 13.1 0.22
13.1 0.24 15.0 -0.03
14.0 0.08 16.0 -0.11 流出防止工下
15.0 0.03
16.0 -0.05 流出防止工下
16.8 0.26 流出防止工1段上
17.6 1.05 流出防止工天端
18.7 -0.11 流出防止工沖直下
20.0 -0.15

備　考 備　考

砂つけ試験箇所　横断図
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(2) 形状把握（撮影写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21 年 11月 16 日（施工後約 4 ヵ月） 

平成 22 年 1月 12 日（施工後約 6 ヵ月） 

平成 21 年 6月 12 日（施工前） 

平成 21 年 7月 7日（施工直後）

平成 22 年 2月 16 日（施工後約 7 ヵ月） 
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